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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
機能的単心室患者（SV）において、ペースメーカー植込み術は、予後不良因子であるこ

とが知られているが、その詳細は不明である。申請者らは、福岡市立こども病院で永久ペ

ースメーカー植込み術を受け、福岡市立こども病院と九州大学病院でフォローアップを受

けた SV の全患者を対象に、後方視的な診療録の解析を行った。心房ペーシング群または心

室ペーシング頻度の低い患者に死亡例はなかったが、心室ペーシング頻度が 50%を超える

患者の生命予後は、ペーシング植込み後 10 年生存率 58.9%、20 年生存率 39.3%であった。

また心室ペーシングが高頻度の患者群について心室リード部位別に血漿 BNP 値を検討する

と、心尖部リード群 27.0 pg/ml、非心尖部リード群 82.8pg/ml（中央値）と、心尖部リー

ド群で有意に低く（p = 0.03）、心室ペーシングを高頻度に要する患者では、心尖部リード

が望ましいことが確認できた。 

 

以上の実験結果はこの方面の研究に新知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文

についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験結果等について説明を求め、各調査委

員より専門的な観点から論文内容およびこれに関連した事項について種々質問を行ったが

いずれについても適切な回答を得た。なお本論文は共著者多数であるが、予備調査の結果、

申請者が主導的役割を果たしていることを確認した。 

 よって調査委員合議の結果、試験は合格とした。 

  

 

 

 


